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物 理 化 學.文 獻.集
1
(釁灘 『鱇 繰 叢簸 ご驟 黷灘 涛)
Ann.Physik
Heft8,Bd.24(1935)."
1:mggeman.D.ム.r,.,r均一 物 質 の 種 々の物 理 恒 敬
の爵 箪(1>'一$)i性物 質 混 合 骸 め 透 電 恒 駁 とru
。蠡響 ㌻。。,及び。幣 贐:饗 驚}
Riu匚erW..鷹粒 子 に ょ る窒 素,酸 素,及 ネ オ ンの
凝 欝 濃 、崩 。繍 課 駄}
Compt.rend.
Nｰ27,Tome201(19&S).'
JacyuctPり完全 光 畢金 屬 蓋 面 の薪 製 法(14Tt)・
Vl酷...F・・.電無 化 學恒 販,赤 外zク トル及 反 應 性 間
。黔 ∫靴 。魏_1謝 黝
AmnlfA.elLvotFI.,紫外 に 應 用 し 得 る 大 口徑 の
分 光 器(】480)・
AfrilnarJ・・ニ ト ロ フエ ノー ル.類の 光 化 學 分 解(74??)・
CoU6E・白熱 電 球 繊 繰1;よる:炭化 水 葉 の燃 焼G4糊)・












の 双 趣 子 能 拳(】696)・
PueholxkiT・.&.RidealE・,:..¥i.表面 唹 .けY
チL>と 重 鰊 み 螺 の飃 ζ1抑)・
Grtrner"㌧E.&Sbロthon、V。12.,..‡ξ茎S64i7.11曹()の
結 陥 上 の 核 生 成(】705)・
.Fpm「,.P・&.f,]acslnneS・・溶 液 に 於 け.る.透電 分 捶.
1.と分 子 化pの 生 成 〔1,11〕(.liO9),
BaifburA.E.&らR…1¢yI.叮.匸._黒錆 虫 成 め研 究 〔1〕
黒 鉛 の 定 量.(/'JO)㌦
Britto・.H・T・S,3cSFmriceE..n・・ 弱酸 を含 む 鑽化
合 物 の 生 威 の 物 理 化 學的 妍 究 〔XI、」〕 重 金 罵 並 に
Naの で ロ ン酸 麒 間 の鋤 化 合 物 の 生 成.σ72S)r
I.eFevxcC・G・&1.・eFevrcR・」」.W・ 液 蒄iに1笋解
歌 態 並1二天 斯 状 態 の 物 質 の 分 干整 向.と.分趣 の 關 係
(174了)・..'
S罅ceLa..g酸 素 と環 黄 の反 曝 の動 力 墨 ..〔1〕?4U.
一 躑0。に於 け る反 應 の機 子(17GS)マ
llnttG鱒Vi期n童¢tワ 龜=於け るIf旧謡ri亀匸1michca【1.
correction使用 の 注 意(1/;13)・
.H町ls60meN.H,,WahersG」S.趣¥Villiam～W,
0・DL・.多形 の 研 究 σli〕a・o・Niこr魄nili配よ り
拠N輌 面 旺・。へ の 竄線 的ex移漣 度(]BtiO)・
Jonesi{・・f一,¥lkoxVLenzoicAcidsに於 げ る液 晶 生 成




液 の.ケル 效 渠:の分 散 ド電 氣遮 動 電位 の 弛 緩 時 闘
Cost>.
SzPer∫・etGazea'skiZ・1無水 ジ エ ヲチ ン巾 に於Yナ
る(為$r,及 恥 の 鹽 化物 の傳 導度 〔70の
EfunChihCheng・ハnyン 化 エ タ ン1一?の 椿 造
(i15)・








'y物 理 化 学 の 進 歩V
ol.10No.2(1936)
134 文 献 集 .第.lo巷
ZlolowskiL・殘 留電 瀦 の本 性,「11b㎝.氏に 答 ふ(750)・
Tho皿N.,疫留 電 流 め本 性,上 題 に對 す る誉(了54)・
Monatsch.Chem.
Heft1/3,Bd.67(1935).
D・嬉囿 】.L,重合 反 應 の 機 構.〔1〕(1)・
Binay齟draN註th.S叫ゲ ル め 非 存 在 に て 沃 度 の 沈 降
に 際 す る リ ー ゼ ガ ン ゲ 現 象 く1.0)・
MIE+rk..耳.U.MntxH・.急遖 竃 干 の 廻 折 に 於 け る 異
常 〔】諸)・l
Dentali{.,重合 反 應 の 機 構 〔ll〕(e:.).
KuhlrauschK.¥¥'.F.,Slockmnir¥V.u.1'Fsilsnti
Gr・Ikinz,ラマ ン效 巣 の 研 究 〔1.n有 機 物 質 の ヲ
マ..ンス 欧 ク トル(種 々の 硬 ン ゼ ン 置 換 軆IXX80)・
Reitxh,W.1」SiockmtiirW..q.÷ン 效 渠 の 研 究
〔Lll〕有 機 物 質 の ラ マ ン ス.ベ ク ト ル(ベ シ ゼ ン 誘
導 艘 諌)(9?).
1:0hlrausc6K.¥1'.F:,1'nngralz.p.u.StoCl:mairR'.,
ラ マ.ン效 果 の 研 究.〔Llil〕x;機物 質 の ラ マ ン ス ベ




lidvillcH.W。&Ri<1m{,...K.,銅及 パ ラ ヂ ウ ム
.によ る 素 水 及 重 本 棄 爭 收 着 〔1〕,瑚及酸琵 銅 の.
態 度.〔n〕 パ ラ.ヂウ 亠の 攻 著 と銅 を 通 し て の
擴 散(宇7).
ULbelohdcA.x:,DTin㌃waterT.、V.&F.gertun.A.,
プ 卩一ノ ッ ク と炭牝 水 業 の燃 焼(]0:f)'
幢GeεG・&Itieulr:K・・ 乾性1肉の 購分 子膜 中の 反 應
〔1〕・@一Elncnstearinの無水 マ レイ.ン醒 化 合 物 の 酸
化(11〔り.
wireG'ρ同 上 〔亅1〕・ .1=言己物 質 の 酸 化物 の」眞合(]ｰ_0).
$ヒod"arヒE・乱 .酸素 の 後 豪光(】32)・.
JncksnnN.,鹽素 化 ヂ フエ 昌 一 ルの透 電 投 失(758)・
11urGmr:.F.&OlieerW.F...低温 に於 け る.氷の結 齟
No..含451,3452,Vol.13fi(1935)・罵
Rren[ana..J.g微績 晶 隰 よ5X線 反 射 の 張 度潤 定 の
像 件(98s}・
WvlettV.E,酸化 亞 舘 の 格 子 常 壷 の墾 化(988).
HammicA.D.LI,.llaropsnnG.L..SJenlinsG.J.,
1》一キ ノ.ン及闘 係化 合 掬 の電 氣 能 奉(99ユ)曾
HnpwuodF.1_&PhillipsJ.T.,中恒…子 とガ ンで線
に ょ る化 學 作 用 と.一,ロイ ドに 封 す る影 響(1{}25).
噴㎞ 嘸F,r"ク ロ ロ《 ン タ ミンaバ ル ト鹽 化 物 の
溶 解 麿 の 再 決 定(={lpi)・
1'aymanW..Sw海edcτR・V・含濕 一 酸 化篋 素融
素 混 合 窃 の 焔燒 の 燭 の蓮 皮(1028).




化 窒 素 に よ.る均 一 反 慮 の抑 制(29)・
1:ikuchi9.奪AokiH.,中性 于 と.プロ トン との緒 合
(鋤 ・
晶 携 造(聖66),
AdcockF・&liristnw.:C」A・・ 高 純 魔 の 鐵(ti?)・
SfichelsA.sr:lichelnCりooん乱6qo,lu..:2aUｰ.氣壓
に 於Nる 炭 撻 ガ ス の 恒 温 式(?01)・
ar。he』A.,Mich1韜C.&W・U[CAH.,76一::ooa氣
厭 に 於1)る 炭 酸 が λの 恒 温 式(2艮)・
dames.:.W.,Ki㎎G,畿Ilorrocl<sI【,,パラ ヂー 昌
卜・^εン ゼ ン 嚇 讌 構 造 【22ろ)・
Rec.trav.
No.12,Voh54(1935)!`
ran.hempリ・A・M・・ 亙 蠻 二 形 變 態 に 於 け る轗 移
鮎 と槫 移 熱 との 開 係(934)・
ScLreinamaskeraF.A..,.&d。Cries.C,.L,一觸
戒 は それ 以Lの 液 睦 が 湾 透 に於 て 閉 曲纏 に 沿 ふ τ
雌 行 す る所 のOsnin巳icComplexes〔1〕(脇)・
IainkenbergL..∫.&&etelaar,;fA.ん,BF8・?H.O
の績 混 橇造 と組 成(959)・
NeintcmeJ.,TcrpslraP.&.V101¥'ceidenw・J・・
六臭化 六 メチ ル ペ ン ゼ ンの 縞 晶學.(962)・
dごBouJ..H.U.FitJ.D...銅に よ る水 藻 氣 の撰
散(9i11}・
BlokketP.C,,メ.チル アル コ ホル及 ア セ トンに 於 け
1る 電解 質 溶 液 の 高 温 に於 け る電 導 燦.(fl75),
◎
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BmundB・K.&SuttonH・・Al及Al合 金 に射 す
るZn及Cdめ 電 趣 析 出(1:i91の.
Johnson.C.H.,旋光性 の 研 究.〔1V〕旋 光 性 の 醋
酸 鹽 の ラセ ミ.化(lti13).
)ohnwn.C・H・&McadAり向 〔V〕結 晶究是態 に於
け る右 旋 性 友左 旋 性 のCGromioxalnteS.hych川inc
の 鹽 の ヲ セ ミ.化(1841).
BeeseNごW。D.SJohnsonqll.,同〔V【〕 ホ溶 液 .
に於 け るPotassiumChrmnios:rlatcのラセ ミ化 イ
xの 加 速 的 影響(1δ32)・
HeltonJ・W.,ペンゼ ンを 含 む 二 成分 液體 混合 物 の
表 面張 力(.lti9?)・三.成分 溶 液 の 表 面張 力 〔lll〕
(tcls).
BradleyI.L,吸着理 論 〔16ゐ2).
(.aaeaone銭&i.ncklingA.、電 解 酸 化 の過 酸 化水 .素
設 戎 雹 盤 表 面 の正 雑 邁 毘 に及 ぼ す影 響(ups)・
Tho呻9・nILW.&Prex'ing∫」"均 一系 觸 媒 反
睚=沃 素`こよ るA㎝ 奮einめ分 解r1660).
VernnoW・ti.Jl,金刷 の大 氣 庸 觸 の 買 驗 室 的 研 究
σり 及 〔llO《1668)・
Jacksonw.s.FrankP.C.,パラ7{ン 蟆 に對 す る
Sfea「anilidr.の溶 解 の 電氣 的 .調査(:700)..
tipicerG・W:,匡,β,悟及 隷 の 作 用 下 に於 け る鹽 仕 繊
。編 燃 。。働,。億 羞鵑}
職y鱒7.M.,25。Cに 於 け る純 粹 の酸 紊 中 及 空AID
の雨 者 に 於 げ る銅 餓 の腐 蝕 遽 癢 に 及 ぼ す 水 素 イオ
ン濃 度 の 影 響 の比 較(1了w)ρ.
HansonJ.,NeeS..M.&Strinyfel且uic、V.A.,繊
維 素 に よ る染 料 の吸 收 〔VI〕繊 雄 葉 の變 態 の彭 響
及電 解 質 の 作殉 の理 綸(1i18).
T「a蝋beL・吸著G冫問題 」二就 「 く1730).
Win膩即C.A.&H加5hdwoodC.』N.、天 斯 反 應 と
レτ のxテ ル生 成(1739).
'Chompsnnu,W.&Linnett,J.W.,二三 の 硫 化 ア
ん キル の 蘰 氣歴(17{::).
1 Z.Physik
Heft3/4,Bd.98(1935).'
BcugerH・giknLneiA・U・」聾㎎ εrI.1・O・i水素 の 吸
收 ス ベ ク トル 〔11〕(1R]}.
Dl`職1F.u.HomA・1ユン ゲ7ラ ウの食 鹽 表 面 に
於 け る氣 體 め吸 特(198)・
SchumannG.,R*istallphosphorcnに於hる 活性 氣
體 の 逎 瀘 度(2う2),
lVchn・1.・A・.・.Shilling¥V.,冷鋸 .よりの 電子 灘
の 電 干頸 億 鏡 的 研 究(?RG).
Ne[t5/6,Bd.98(1935).
nremtr.,放射 しつ 覇 る.錬條 の電 子輝 的 像(32ウ
Aleppoulo肩篤D.,高 速.フ◎ロ トン に 工るLi.の崩 壊
に於 け るY量 子 放 射(336).
VerlegerH.,亅.lluの窩 眞的 赤外 に於 け る ハ ロ ゲ ン
、叢 ㌍鷲繖鍮。。嬲鵬}
9'immIt・0・¥ieckeR..簡早 な る炭 化 永 素 のCH-
UherSchwingungenの定 量 的測 定 〔1)メタ ン
.・干
タ ン 及.ア セ チ レ ンの ハ ロゲ ン誘 導盟 .(snn).
OmaanE・結 贔 可 鯉 性 〔V〕滑 逋 度式 の 完 成(:L4Y).




肺 「5te「T・・直 纏 的 桔 品 迚 環 のx喰 的 決u(177}.
1～a1響ow・.o・FldggeR・,鹽化 箏 二鐵 の 永 及び 鹽 酸
.に對 す る溶解 熱(工S7)・
S翆1」醗nk匚,S・L乢B"臣mj2wM・K・,...流動 空 氣 中 に
於 け る種 々の 液 盤 の 蒸 襲蓮 度(195)..共沸 性 灰 ぴ
定 常蔵 發性 混 合 物(20:り・ 蒸 騒速 度 と液 懺 表 面 に
流動 す る氣糧豊め斜遮τとめ.開係(?19).
TezakB.g沈瀬 現 集 の 研 究 〔1〕反.懸物 の 濃 度 と
AgqNS及 びAyC¥の 沈 激 生成 との闘 係(朗9)
KriL5cl馳eW黔1しyLR・,ShnmoronkoffN.M・u・Aepeレ
baum.V.Aり加壓 下1二.於け る氣雌 の 液 體 に野 す る
.混合 冷 解 度1〔P〕譜0。及30%壓 力30㎏1cm=以 下
に於 け る7klこ對 す る炭 酸 ガ スの 溶 解 度 と.炭酸 ガ ス
































"岬 卿 甲貯燗'.一 一 ■
物理化学の進歩Vol.10¶6.2(1936)
文 献 集 第10巷
biSnzbergF.K.,有機 化 合 物 と電71蛯の交 換 研 究
(16).
KuhoWり 乳 酸 の繕 垂「棲 造(鴻)・
Rriegle6G.,芳香 族 炭化 水 素 の有 橘 分 子 と分 子 化 合
掬 を邂 る際 の 不 定 位籍 合 の 意 義(b8J・
Sa輩bsselL9エタ ン、の熱 分解 ・,〔i〕・2CITE及 び
Cz}[iとH3とに分 解 す る硫 牢(79)・〔1り・ 活性
化 の 衝 突 賓 效率 と活性 状 態 の奉 物 生 命(87)・
PatatF.u.SacltsseH..有機 労 子 の熱 分解 の 際 の
遊 離 基 の 出 現 に就 て(106).
Amd匡FL覧1.EisterlB,,多勲 の 務 会・と電 子 型 を有 す
る有機 物 のL共 騰 ■ とL巾 間 階 段 ■ の 概 念 に甓 τ
(IY5')・
StmckL・W・」高 温 度一沃 化 銀a.AFIの 絃 最 構 造 ■
に對 す る葡 逡 と訂 正`132)・
IimlomG・・ 灣 解 イオ ン の 光 學 的 態 度 と電 解 液 め 構
遘 に對 す る意 義・ 〔11〕・ メ乎 ル プー ・ ピル・7エニ
ル・ペ ンヂ ル アー 厶 モ 昌 ウ ム イ 壼 ンの旋 光 度(137}.












kor巳umq・溶 解 イ オ ン の 光 學 的 態 度 と電 解 液 の 構





緇 縦 鷺翫 。辮 。纛 養}
1lann511.,メン ト_.ル1ボ ル ネ ォ ー ル の 寄 度 と.分
子 偏 光(・14〔})・9
Hef口!2,Bd.31〔19351.
11菖pertR.S.賑SchweiロLagenR.,7ニラ イ ト に 就





















御 知 ら せ
.物理化學文献集を別册附銀とする件に就いて
本輯の女献集 に於いて,1935年度文献のみ は從來の體裁 によつ
て掲載 しましたが,[936年度文献集 よ り雜誌か ら切離 し,以 後之
を毒月發行(帥 ち偶數月には ーn.Gと共に,奇 數月には文献集のみ
螢逾)す ることに改めました.之 によ り從來 よ りも一層逹か に外
圃交献の御利用が願へ る事 とな ります.
愈員外の方 には文献集が渡 らませんが(夊:献集 のみの4`fは致
しません).その代 り抄鎌を増 す事等 によ り雜誌 本交の内容 を充賢
して之1こ代へJXいと思ひます・
別冊交獻集に於いて題目を原語の ま～としi=,プ リ老 トとし
た點等悪 しか.ちす御諒承願ひ ます・
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